
１．はじめに

オリンピックの肥大化はどこまで続くのか．新

型コロナウイルスで 1 年延期された東京 2020 オ

リンピック大会（以下，「東京五輪」と略す）は

世界の 205 カ国・地域から 1 万 1420 人の選手が

参加して史上最多の 33 競技 339 種目が行われた．

東京 2020 パラリンピック大会には 161 カ国・地

域から 4403 選手が参加して 22 競技 539 種目が争

われた1）．新型コロナウイルスの影響によってほ

とんどの会場が無観客となりながらも，東京オリ

ンピック・パラリンピック大会組織委員会（以下，

「東京五輪パラ組織委」と略す）は 2021 年 12 月，

最終的な大会開催経費は 1 兆 4530 億円となる見

通しだと発表した2）．これは 2013 年の立候補の

際に提出した立候補ファイルに記載された想定予
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表１　夏季五輪の放送権料の推移
日本 米国 世界

1960 ローマ 18 0.6 1.2

1964 東京 180 1 1.6

1968 メキシコシティ 220 8.5 9.8

1972 ミュンヘン 380 13.5 17.8

1976 モントリオール 390 25 34.9

1980 モスクワ 1870 85 88

1984 ロサンゼルス 4630 225 287

1988 ソウル 7750 300 403

1992 バルセロナ 8800 401 636

1996 アトランタ 10450 456 898

2000 シドニー 14270 715 1332

2004 アテネ 17050 793 1494

2008 北京 19800 894 1739

2012 ロンドン 26650 1180 2569

2016 リオ 29520 1360 2868

2020 東京 54120 1618

（単位は日本が百万円、米国、世界は百万㌦）
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算 7340 億円を大きく上回るものである．大会開

催経費の膨らみはオリンピックの肥大化を印象付

ける．

オリンピックの肥大化を印象付けるのは大会開

催経費にとどまらない．大会価値の指標ともなる

放送権料からも見て取ることができる．1948 年

のロンドン五輪で BBC（英国放送協会）が放送

機材の客席占有料などの名目で 3000㌦を支払っ

たが，その後に拡大，複雑，高騰の一途をたどり，

国際オリンピック委員会（以下，「IOC」と略す）

が出している年次報告書によると，2016 年のリ

オデジャネイロ五輪では世界全体の放送権料収入

が 28 億 7000 万㌦（約 3157 億円）に膨れ上がった．

2014 年のソチ冬季五輪の放送権料収入は 12 億

9000 万㌦（約 1420 億円）で，2013-2016 年の 4

年間の IOC 総収入 57 億㌦（約 6270 億円）のうち，

夏冬合わせた五輪の放送権料収入 41 億 6000 万㌦

（約 4576 億円）は実に 73% を占める3）．世界の放

送権料の半分程を払い続けてきた米国では NBC

が平昌冬季五輪と東京五輪の 2 大会として 23 億

8000 万㌦（約 2620 億円）で IOC と契約を結んだ．

日本では，1960 年のローマ五輪で放送権を得た

日本放送協会（以下，「NHK」と略す）が 5 万㌦

を支払い，現在では NHK と日本民間放送連盟に

よるジャパンコンソーシアム（Japan consor-

tium= 以下，「JC」と略す）が作られて，放映権

を得ている．JC は 2018 年の平昌冬季五輪と

2021 年の東京五輪の 2 大会で 660 億円の放送権

料を払っている．五輪の放送権ビジネスに詳しい

元 NHK の杉山（2018）によれば，慣例比率から

みて，JC 負担の放送権料は「平昌冬季五輪が

118 億 8000 万 円（18%）， 東 京 五 輪 分 は 541 億

2000 万円（82％）」と推定している4）．

放送権料の推移をみると，1976 年のモントリ

オール五輪の IOC の放送権料収入が 3490 万㌦

だったが，1980 年のモスクワ五輪は 8800 万㌦（モ

ントリオール五輪の 2.5 倍），84 年のロサンゼル

ス五輪は 2 億 8690 万㌦（モスクワ五輪の 3.3 倍），

88 年のソウル五輪では 4 億（ロス五輪の 1.4 倍）

と高騰を続けている．ソウル五輪の放送権料は，

モントリオール五輪の 12 倍強に伸びた．1980 年

代は放送権料の高騰が特に続いたのだ．（表 2，

表 3）

２．�オリンピックにおける放映権料の高騰の
論点

オリンピックにおける放送権料の高騰に関し

て，これまでどのよう議論が行われてきているの

だろうか．杉山によると，1936 年のベルリン五

輪で試験的なテレビ中継，ベルリンと東京間の写

表 2　日米と世界の放送権料の推移

表 3　�日米と世界の放送権料上昇率（当該大会÷
前回大会）の推移
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真電送，国際電話を使っての選手インタビュー，

記録映画「オリンピック（民族の祭典）」の制作

がなされた．1948 年のロンドン五輪で本格的な

テレビ中継が始まり，1958 年，オリンピック憲

章に「放送権」（Broadcast rights fee）を明記．

当初，契約交渉は大会組織委員会が担当し，1984

年のロサンゼルス五輪からは IOC が担当とな

る4）．

オリンピックの商業化の転機とされるのが，こ

のロサンゼルス五輪である．坂田は，伏線として，

1976 年のモントリオール五輪に言及している 5）．

巨額な投資や管理体制の不備，オイルショックに

よる物価の高騰などで莫大な赤字を記録し，従前

の国との取り決めの結果，利払いを含めて 27

億㌦といわれる負債をモントリオール市が抱える

こととなった．その影響で，1984 年大会の立候

補都市はロサンゼルスだけとなった．

ロサンゼルス五輪の大会組織委員会委員長の

ピーター・ユベロス（Peter Ueberroth）氏は，

商業主義を徹底させ，スポンサー契約を１業種１

社に絞ることによる協賛金の高額化のほか，放送

権料も釣り上げた．結果，1984 年ロサンゼルス

五輪は 2 億㌦以上の黒字を計上した．

坂田（2016）5）はまた，ユベロス氏がロサンゼ

ルス五輪を主導しているのと時を同じくして，

ファン・アントニオ・サマランチ氏（Juan Anto-

nio Samaranch） が IOC 会 長（ 任 期 1980-2001）

に就任したことがオリンピックの商業化に拍車を

かけたとしている．オリンピックの価値を高める

ため，プロに関する制限規定を段階的に緩和し，

1991 年には制限規定が原則的に取り除かれ，

1994 年リレハンメル冬季五輪以降，冬季大会は

夏季大会との同年開催から，2 年ごとの開催と

なった．

IOC は財政の面で大きくテレビマネーに依存

している．IOC の発表によると，2013-2016 年の

会計期間における収入は 56 億㌦とされており，

うちテレビの放送権料は 74% を占めている6）．ト

ンプソンは，そのうちアメリカの放送局が払う放

送権料の額は他の国を大きく引き離していると指

摘した7）．1998 年から 2012 年までの冬・夏五輪

の放送権料を地域別に調査した結果，北米（大部

分はアメリカの放送局の負担分）の放送権料は全

体の 60% 前後を構成していた．

米国における 2021 年の東京五輪の放映権は

NBC ユニバーサル（NBC Universal）が所有した．

NBC ユニバーサルは巨大なメディア複合企業で

あり，米国の古参「３大ネットワーク」の一つで

ある NBC が傘下にある．（以下，NBC ユニバー

サルと NBC を区別せず一律「NBC」と表記する）．

夏冬合わせて，東京五輪は NBC が放送した 17

回目のオリンピック大会であり，連続 11 回目と

なる．どちらもアメリカの放送局の中で最多数で

ある．夏季大会に関しては，ABC に放送権をと

られたロサンゼルス五輪のあと，1988 年ソウル

五輪から 9 回連続してオリンピックを放送してい

る8）．

なお，NBC は 2011 年に，2014 年ソチ冬季五

輪と 2016 年リオ五輪，開催地がまだ決まってな

かった 2018 年の冬季五輪，2020 年夏季五輪を合

わせて約 44 億㌦の巨額契約を結んだ9）．さらに

NBC は 2014 年には，2032 年夏季五輪までの冬

夏 6 大会を総額 76 億 5000 万㌦で獲得してい

る10）．アメリカにおける放送権料の暴騰は，

NBC，ABC，CBS の三大ネットワークの視聴率

争い，広告収入のぶんどり合戦があればこそだと

考える．

なぜ，こうも巨額の放送権料が出せるのか．米

ロサンゼルスタイムズ紙によると，NBC の五輪

報道はテレビ視聴率でライバル企業に圧勝してき

たそうで，応分の利益（広告収入）をもたらして

きたからだとしている．またトンプソンによる研

究動向の整理によれば，五輪放送では自国の選手

やその選手が得意としている種目に焦点を合わせ

た放送になっていること，そして五輪放送を見る

ことによって，オリンピック大会視聴者に愛国主

義やナショナリズムが植え付けられているかにつ

いても研究されていると指摘した7）．
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日本でも同様で，須田は，国内メディアは日本

人選手に多く焦点を当てるエスノセントリズム

（自民族中心主義）を拡張しつつ，とくに民放テ

レビにあっては芸能人・タレント類を多く起用し，

「過度の娯楽性」をより顕わにした，と批判して

いる11）．

一方，日本の五輪放送に関しては，1960 年ロー

マ五輪から 1972 年ミュンヘン五輪までは NHK

が単独で獲得し，放送権料の高騰化に対応するた

め，1976 年モントリオール五輪では NHK と民間

放送（以下，「民放」と略す）各社がその枠組み

を超えて共同制作するジャパン・サテライト・

ニュース・プール（Japan satellite news pool）

が契約した．1980 年モスクワ五輪ではテレビ朝

日が単独で放送権を獲得したが，日本などの五輪

ボイコットの影響で赤字となり，1984 年ロサン

ゼルス五輪からは再び，NHK と民放の共同取材

組織の「ジャパンプール」（Japan Pool）が放送

権を獲得した．なお 1996 年のアトランタ五輪以

降は，この共同取材組織は海外スポーツ中継専門

の「ジャパンコンソーシアム」（Japan Consor-

tium，以下「JC」と略す）と改称された4）．

JC は無競争グループでありながらも，米国の

放送権料高騰にひきずられる形で，毎回，契約金

額を上げてきた．過去，契約金額はおおよそ，米

国の10分の1ほどで推移している．杉山によると，

テレビ朝日は 1980 年のモスクワ五輪で 1976 年の

モントリオール五輪の 6.5 倍となる 850 万㌦，ジャ

パンプールが，1984 年ロサンゼルス五輪ではモ

スクワ五輪の 2.2 倍となる 1850 万㌦，1988 年ソ

ウル五輪ではロサンゼルス五輪の 2.7 倍となる

5750 万㌦でそれぞれ契約している4）．1992 年の

バルセロ五輪以降は，前回大会の 1.2 倍，1996 年

アトランタ五輪がその 1.7 倍，2000 年シドニー五

輪はその 1.3 倍，2004 年アテネ五輪はその 1.1 倍

と推移しているのを見ると，いかに 1980 年代の

伸びが異常だったかが分かる．（表 3）

放映権料の高騰には 1984 年ロサンゼルス五輪

を前後とする 80 年代があること，放映権料はア

メリカの放送局に偏る構造となっていることがわ

かる．

このように，これまではメディア（テレビ）と

オリンピックの関係性の歴史的展開やその構造，

そしてメディアの思惑といった点から放送権料の

議論が出発している．こうした理解は通説的に理

解されているものと思う12）．では，そもそも放映

権料の高騰はなぜ受け入れられ続けてきたのか．

高騰が続くには，そうした状況が受け入れられる

ことで初めて成り立つはずである．つまり，それ

が持続する構造や思惑について解き明かすだけで

なく，そのはじまりを議論する必要があるのでは

ないか．そこで，本稿では，1980 年代における

オリンピック放送権料をめぐる展開について確認

しつつ，日本の放送権獲得事情を探りたい．

３．研究方法

まず本稿では IOC 関連文書やオリンピック大

会報告書，関連文献を検討した．さらにオリンピッ

クの放映権交渉の内実を探るため，2021 年 4 月

から 2022 年 2 月にかけて，IOC ビジネスやオリ

ンピックの放送権料交渉に詳しいメディア及び

IOC 関係者に対し，半構造化インタビューを行っ

た．（表 4）対象者には，事前に調査の目的，方法，

表 4　インタビュー調査対象者
氏名 性別 生年 略歴

A 氏 男 1936 年
1959 年 NHK 入局。 80 年代から五輪などの放送権ビジネスを担当。 FIFA ワールドカップ日本組

織委員会、 2019 年ラグビーワールドカップで放送関係を担当。 スポーツプロデューサー

B 氏 男 1951 年
1974 年電通入社。 ワールドカップや世界陸上、 五輪などのグローバルスポーツマーケティングを

担当。 国際陸連 TV 委員などを歴任。 大学の客員教授。 日本 BS 放送の番組審議委員。

C 氏 男 1931 年
1956 年冬季五輪の回転銀メダルを獲得。 82 年、 IOC 委員に選ばれ、 副会長などさまざまな役

職を務めた。 2012 年から IOC 名誉委員。 元東京五輪パラリンピック組織委員会顧問。
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自由意思によるインタビュー参加を説明し，同意

を得た．また，承諾を得て，インタビュー内容を

IC レコーダーで録音した．インタビューでは，

とくに放送権料の 1980 年代の急激な高騰化の理

由に焦点を絞って音声データを集め，Qualitative 

Date Analysis（QDA） ソ フ ト ウ エ ア で あ る

MAXQDA2022 を用いて分析した．なおキーワー

ド設定から分類，検討までの分析は，オリンピッ

クレガシーを研究対象とする研究者 2 名が行っ

た．

４．結果

まず先行研究をもとに五輪放送権料の高騰化に

関わるキーワードを設定し，インタビューのテキ

ストを分析，それに関連すると考えられる意味単

位（セグメント）を識別，この意味単位の要約（コー

ド）化を行った．五輪放送権料ビジネスに詳しい

A 氏と B 氏のテキストの比較検討をしたところ，

コードとして「五輪価値」（A 氏が 4 個，B 氏は

5 個），「世界経済」（4 個，5 個）「モスクワ五輪」（12

個，6 個），「カルガリー冬季五輪」（6 個，4 個），「ロ

ス五輪」（6 個，6 個），「高騰理由」（5 個，10 個）

などで重なった．（図 1）

図１　A氏と B氏のテキストのコード分布図

以下ではインタビューの内容から日本における

1980 年代の放送権料事情を確認する．

４．１　五輪価値

まずは，五輪とテレビの相性，接近についてど

のように認識されているかを確認したい．市場原

理でいくと，オリンピックの価値の拡大に比例し，

放送権料は高騰していくことになる．企業，スポ

ンサーのグローバル化を推進するプロフェッショ

ナルな巨大広告代理店が存在し，例えば，米国の

NBC，ABC，CBS の激しい広告収入の奪い合い，

視聴率争いが，さらにオリンピックの価値を大き

くしていく．

世界中から，上は 40，50 代，下は 13 歳からの

才能あるアスリートがオリンピックには集まって

くる．また，筋書きのないドラマ性，国と国の対

決によるナショナリズムの高揚，スポーツそのも

ののビジュアル性…．1970 年代後半に米国では

ESPN というスポーツ専門局が出てくることも

あって，テレビスポーツがキラーコンテンツと

なってくる．アメフトやベースボール，バスケッ

トボール，テニス，ゴルフだけでなく，いろいろ

なスポーツを同時に開催するキラーコンテンツと

してオリンピックの価値も上がってくる．米国の

放送権料の高騰は実質的に公共放送がないからで

すよ．ぜんぶ，コマーシャルステーション（民放）

です．その 3 大ネットワークがビジネスの競争を

やるわけです．とくに 80 年代，コマーシャル収

入が好調だったからだと思います．（A 氏）

オリンピック放送権料の半分を占めるアメリカ

における放送権料の高騰は，公共放送がないこと

で引き起こされた民間放送による競争が背景にあ

ると A 氏は語る．そして B 氏の発言からは，そ

うして競争にマッチするオリンピックの特徴が語

られる．IOC はスポーツを使って，世界平和構

築に貢献し，オリンピックの価値を高めていくこ

とを目指している．オリンピックの特徴は競技の

多様性，参加国の多さ，選手の世代の幅，つまり

多種多様のダイバシティにある．
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グローバルな大会でいうと，様々な競技の世界

選手権があります．サッカーのワールドカップ，

後発の陸上の世界選手権など．ただサッカーの

ワールドカップは，サッカーの弱い国の人にはあ

まり関係が薄い．でも，オリンピックだったら，

どこかの競技でその国の得意競技がある．よって，

文字通り，世界中の人々から注目を集めることが

できるのです．オリンピックは，単にグローバル

なだけはなく，真にグローバルなんです．さらに

経済力に裏打ちされた技術力が，圧倒的なテレビ

の普及を後押しし，地球の隅々の人にまで視聴で

きるようなっている．視聴者数でいえば，世界の

人口の増加と経済の拡大が，放送権料の高騰化を

後押ししているのです．多くの人が見られるとい

うのは，価値が高いということです．（B 氏）

国際連合の人口推計によると，世界の人口は

1950 年には約 25 億人であったが，その後は増加

し続け，1960 年には 30 億人，1970 年には 38 億人，

1980 年には 44 億人，1990 年に 52 億人，2000 年

には 60 億人を超え，2011 年には 70 億人を超えた．

80 年代の増加率は年 1.73% で推移，90 年代以降

はそれが小さくなっていく（2020 年は 0.97%）13）．

そのうち五輪放送権料を牽引する米国の人口は

といえば，1980 年が 2 億 2700 万人，90 年には 2

億 5000 万人と 10 年で約 2300 万人増え（2020 年

は 3 憶 2900 万人），日本は 80 年が 1 億 1700 万人

で 90 年には 1000 万人増えて 1 億 2700 万人となっ

た（2020 年は 1 億 2500 万人）．

加えて，経済成長に目を向けると，世界の名目

GDP（国内総生産）の合計は 1980 年が 11 兆

1000 億㌦で，90 年には 22 兆 4000 億㌦と倍増し

た（2020 年 は 84 兆 9000 億 ㌦）．GDP 世 界 1 位

の米国も，80 年が 2 兆 9000 億㌦で 90 年には 5

兆 9000 億㌦と倍増（2020 年は 20 兆㌦）．2 位だっ

た日本は 80 年が 1 兆 1000 億㌦で，バブル期を経

て，90 年には 3 兆 2000 億㌦と伸ばした（2020 年

は世界 3 位の 5 兆億㌦）14）．

以上のことから，放送権料の高騰はその国の好

景気が支えているともいえる．広告料だ．ならば，

他競技も同様だろう．全米でもっとも経営状態が

良いスポーツ団体といわれる米プロフットボール

の NFL を 見 て み る． 早 川 に よ る と，NBC，

ABC，CBS が契約を結んでいた 1980 年，1 年あ

たりの契約額が平均 1 億 6150 万㌦だったのが，

上位 3 局に ESPN が加わった 1990 年には 1 年あ

たり平均 9 億 1250 万㌦にも跳ね上がっている15）．

また，歴史をたどると，1974 年，オリンピッ

ク憲章から「アマチュア」の文字が消えた．時を

同じくして放送形態が多様化していく．1979 年，

米国でケーブルテレビのスポーツ専門チャンネ

ル，ESPNが開局．1980年代からは放送衛星を使っ

た放送「衛星放送」が出現し，やがて「通信放送」

「インターネット放送」も出てくることになる．

いわゆる「多メディア・多チャンネル化」である．

これら衛星放送の出現で，アフリカの途上国な

どでもそれなりに経済力をつければ，テレビは爆

発的な普及の一途をたどることになる．C 氏はこ

うした普及を五輪の価値として肯定的に語る．

いまや世界の延べ 50 億人を上回る人々がテレ

ビを通じてオリンピックを見ています．オリン

ピックが始まると，日ごろ鍛えてきた選手たちが

大変な技と力を持って戦うわけです．極限に挑戦

する，そのひたむきな姿を見ると，多くの人たち

が，感動だけではなく，努力すれば何でもやれる

んだという強い力を感じ取ることができるので

す．そこにオリンピックの価値があるのです．（C

氏）

とくに米国のテレビ局にとって，オリンピック

は特別な価値を持つ．松瀬によると，ある五輪ス

ポンサーが「We are part of the history」と胸を

張ったという15）．米国は歴史が浅いからこそ，歴

史の一部でありたいとの願望が強いのだろう．だ

から，テレビ局も視聴率を上げるため，「オリン

ピックは NBC のもの」などとブランド化したい

のだ．
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またテレビ局はうまくやれば，放送権料を上回

るコマーシャル収入を確保できる．NBC の幹部

がこう，説明している．「世界でもっとも重要な

スポーツイベントは，我々に大きな価値をもたら

す．人気ドラマだって 10 年も高視聴率は保てな

い．だがオリンピックは違う．4 年ごとに新しい

配役で一度も見たことのないドラマが上映され

る．祖父母も息子も娘もひきつける．スポンサー

にとって，オリンピックは最高のファミリードラ

マなのだ」16）と．

４．２　モスクワ五輪

坂田らによると，IOC ビジネスの転換期は「商

業五輪」と形容される 1984 年のロサンゼルス五

輪となっている5）．ロサンゼルス市は開催都市で

あるにもかかわらず，財政出動を行わず，一切の

責任を負わらない．代わって，南カリフォルニア・

オリンピック委員会という民間の任意団体が大会

を運営した．

IOC 委員を 21 年務めた猪谷によると，それま

ではテレビからの放送権料収入は 3 分の 2 が大会

組織委員会に，3 分の 1 が IOC に分配されてい

たが，ロサンゼルス大会では IOC の比率をもっ

と低く設定されていたと明かしている17）．それほ

ど立志伝中の人，ユベロス会長率いるロサンゼル

ス大会組織委員会の立場が強かったわけだ．1984

年五輪に立候補した都市はロサンゼルスだけだっ

たからもあるだろう．

五輪は収入不足などで窮地に陥っていた．1976

年の冬季五輪を開催する予定だった米国のデン

バーが，財政面の問題と環境保全の観点から起き

た住民投票によって開催を返上した後だった

（オーストリアのインスブルックが代替開催）こ

ともある．また，同じ年の夏季五輪のモントリオー

ル五輪はオイルショックのあおりを受け，9 億

8000 万㌦の赤字を残してしまう17）．そこで，ユベ

ロス会長は無駄をはぶき，コマーシャリズムを導

入した．

IOC は五輪憲章を改訂，組織委員会の放送権

交渉の権利と IOC の放映権料分配権限を定めた．

結果，前述の通り，1960 年ローマ五輪以降は，

テレビ局からの放送権料が，大会組織委員会と

IOC にもたらされることになっていた．

また欧米における選手のプロ化の加速に伴っ

て，世界のスポーツ市場は大きく変わろうとして

いた．放送権料も拡大し続け，米国や日本など西

側諸国がボイコットした 1980 年モスクワ五輪で

は 8800 万㌦まで跳ね上がった4）．1976 年モント

リオール五輪の 2.5 倍だった．いわば「商業五輪」

の夜明け前である．

ロサンゼルス五輪が商業化の最初といわれるけ

ど，とんでもない，最初はモスクワ五輪だと思う．

五輪の商業主義はモスクワが先鞭をつけたので

す．世界情勢というか，時代の必然だったのでしょ

う．モスクワ，ロス五輪あたりから，テレビと放

送権，テレビとオリンピック，テレビとスポーツ

の関係もガラガラと変わっていった．ただ，同じ

ビジネス路線でも，モスクワ五輪のソビエト（現

ロシア）のやり方は西側諸国から外貨をぶんどろ

うという戦略，ロス五輪のユベロス商法は五輪を

完全に商業イベントに変える戦略だった．オリン

ピックマークも商品に変えてしまった．モスクワ

の“ふんだぐり商法”とロスの“ユベロス商法”

は決定的に違うのです．（A 氏）

モスクワ五輪の放送権料は全体の 82% にあた

る 7230 万㌦を米国の NBC が支払った．杉山に

よると，日本はモントリオール五輪の際に結成さ

れた NHK と民放連の連合組織，ジャパンプール

ではなく，テレビ朝日の前身，日本教育テレビ

（NET）が 850 万㌦で国内独占放送権を獲得した．

これはモントリオール五輪の約 6.5 倍の金額とな

る18）．

なぜ NET は抜け駆けのような形でモスクワ五

輪の放送権獲得に走ったのか．杉山（2003）17）に

よると，テレビ局と新聞社の系列再編が行われる

中，教育専門局から一般総合局に移行した NET
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がイメージアップを図るための名称変更（1977

年に日本教育テレビ→全国朝日放送＝テレビ朝

日）を印象付ける狙いがあったとしている．

モスクワ五輪組織委員会は，NET や NHK，他

の有力民放にも放送権料交渉の招請状を送ってい

た．同組織委は，日本との放送権料交渉に先立ち，

米国の放送 3 社との競争を利用し，NBC との高

額の放送権料交渉を成功させていた．日本でも，

「多数の局に声をかけ，“競り”状態に持ち込み，

放送権料をつり上げよう」という目論見だった．

テレビ朝日がすごい金を払って NHK や他局を

出し抜いた．交渉では，テレビ朝日の辣腕重役が

動かれたわけです．モスクワから招請状をもらっ

たから，それに応えただけ，ということでした．

もし，モスクワ五輪が正常開催されていれば，きっ

とテレビ朝日は相当の収益をあげていたと思いま

す．いずれにしろ，このテレ朝の抜け駆けは，日

本の放送権料を上げる一因にはなったと思いま

す．五輪の放送権料交渉は，だいたい前回大会の

金額をベースにして始まりますから．（A 氏）

ソ連（当時）のアフガニスタン軍事進攻を受け，

米国や日本などの西側諸国の多くがモスクワ五輪

をボイコットした．テレビ朝日は当初の総放送時

間予定を約 80% も減らすことになった 18）．大赤

字を蒙った．

もしモスクワ五輪でテレ朝が成功していたら，

以後，日本の五輪放送もアメリカみたいに各局の

競争みたいになった可能性はある．放送権料もど

んと上がっていったでしょう．結局，次の五輪か

ら，再び，NHK 主導のジャパンプールによる五

輪放送となるわけです．すごく日本的なオール

ジャパンですよ．（B 氏）

４．３　ロサンゼルス五輪

ロサンゼルスは 1978 年 10 月の IOC 総会にお

いて 1984 年の夏季五輪の開催地に決まった．五

輪招致に立候補していたのは同市だけで，無投票

決定だった．大会組織委員会はすべてを民間の運

営にゆだねる「民営五輪」を実践した．「商業五輪」

だ．

海老塚によると，大会組織委員会会長に就任し

たピーター・ユベロスはウォルト・ディズニーの

方式を参考にしてビジネスモデルを描いたといわ

れている19）．五輪をエンターテイメントとしてと

らえ，企業や市民，そしてメディアに対してアプ

ローチしようと考えたのである．

また猪谷によると，ユベロス会長の考えた収入

源の一番は放送権料だった17）．そのため，放送権

料のビジネス化を図り，大幅なかさ上げと有効利

用を狙った．大会組織委員会は米国の 3 大ネット

ワークに対し，入札で金額をつり上げ，最終的に

は ABC が 2 億 2500 万 ㌦ で 落 札 し た． 総 額 の

78% を占める．

ロス五輪で，大会組織委員会はマーケティング

をシステム化した．放送権料に関しては，入札制

度を利用する．その大会組織員会のユベロス会長

のやり方を，IOC はマネをすることになる．以後，

IOC は放送権料交渉をテレビ局と自分たちがやる

ことにした．高額のアメリカの放送権料の背景に

は民放の財力の大きさ，民放のコマーシャル収入

が好調だったからだと思う．（A 氏）

アメリカのテレビ局の構造変化が放送権料を押

し上げていくことになった．単に民放間の競争だ

けでなく，経営者が変わって金儲け主義に走るよ

うになった．それが，コンテンツ獲得競争にさら

に拍車をかけたんじゃないかと思う．例えば，

NBC は 80 年代に大株主が変わって，その大株主

の意見が強く出てくる経営環境になった．1980

年代アメリカの放送権料のジャンプはテレビ業界

の構造変化が大きいと思います．（B 氏）

NBC は 1986 年，親会社の老舗電気メーカー

「RCA」が，世界最大の総合電機メーカー「ゼネ
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ラルエレクトリック（GE）」に買収されたため，

GE の傘下となった20）．ABC は 1985 年，親会社

が米国のメディア会社「キャピタル・シティーズ」

となり，のちに「ウォルト・ディズニー・カンパ

ニー」の傘下となった21）．CBS は 1995 年，音楽

関係の「フェンダーギター」社から，原子力関連

企業の「ウエスティングハウス・エレクトリック」

社に買収された22）．結果，巨大企業が参画してき

た米テレビ局にとって，オリンピック放送は損得

を超えたイメージ戦略のひとつとなっていった．

すなわち，放送権料の高騰化はいわば，産業構造

の変化がもたらしたということである．

なお，1986 年，オーストラリア出身のルパート・

マードック氏による FOX が米国で設立され

た23）．早川によると，FOX は 1993 年，それまで

CBS が所有していた NFL・NFC（ナショナルフッ

トボールカンファレンス）の放送権を破格の放送

権料（4 年間 15.8 億㌦）で獲得するなどし，スポー

ツイベントの放送権獲得競争がさらに激化してい

く15）．現在は地上波放送の 3 大ネットワーク

（NBC，ABC，CBS）に FOX を加え，4 大ネッ

トワークと呼ばれている．

ロサンゼルス五輪では，モスクワ五輪の報復と

して，ソビエト連邦，東ドイツなど東側諸国がボ

イコットした．だがロサンゼルス五輪組織委員会

の展開した商業五輪は，オリンピック史上初めて

2 億 1500 万㌦の黒字を生み出した24）．IOC は，

その“ユベロス・マジック“に驚いた．

４．４　カルガリー冬季五輪

このロサンゼルス五輪のユベロス商法をつぶさ

にみていたのが，1980 年に IOC のロード・キラ

ニン（Lord Killanin）会長を継いだサマランチ会

長だった．IOC が五輪ビジネスの主導権を取り

戻すため，放送権ビジネスのためにメディア担当

専任のディック・パウンド（Dick Pound）理事

を置くとともに，外部の民間企業，IMG（インター

ナショナル・マネジメント・グループ）とコンサ

ルタント契約を結んだ．

松瀬によると，ABC が獲得した 1988 年カルガ

リー冬季五輪の放送権料は 3 億 900 万㌦に跳ね上

がった16）．前回の 1984 年サラエボ冬季五輪の

9100 万㌦の 3 倍以上．1988 年ソウル五輪の 3

億㌦をも上回る破格の金額だった．ほぼ時差なし

に米国でライブ放送できる点や，大会が 16 日間

に延長され，3 度の週末を利用できるメリットは

あった．ただ，それよりも，IOC が導入した入

札方法が金額をつり上げたという．

サマランチ会長は，ユベロスのやり方を IOC

に持って行った．自分たちで儲けることにしたわ

けです．IOC が直接，放送権交渉に乗り出したの

はカルガリー冬季五輪，ソウル五輪からでしょ．

1948 年のロンドン五輪の時，英国 BBC が組織委

員会に払ったお金はファシリティフィー（Facility　

fee）です．つまり，場所使用料だった．テレビ

カメラを置いて，お客さんの場所を使うから．で

も，いつごろからか，ブロードキャストライツ

フィー（Broadcast rights fee）に変わったのです．

IOC はカルガリー冬季五輪から放送権料獲得に本

腰を入れたのです．エリアごとに担当理事を置い

た．米大陸はパウンド，ヨーロッパがサマランチ，

アジア，オセアニアが金雲竜といった具合です．

（A 氏）

ロス五輪ではユベロス会長にうまいことをやら

れた．つまり，それまで，IOC にはマネジメント

能力がなかったわけです．でも，ロス五輪で分かっ

た．IOC 理事のパウンドさんが，オリンピックは

こんなにもうかるのか，それでは次のカルガリー

オリンピックも，もうちょっと上げようじゃない

かとなったんでしょ．カルガリーが一気に跳ね上

がった．パウンドさんはやり過ぎだったと言って

いたようです．夏季五輪ではないですよ．冬季五

輪ですから．（B 氏）

カルガリー冬季五輪の最後の放送権交渉は大会

の 4 年前，1984 年 1 月，IOC 本部のあるスイス・
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ローザンヌのホテルで行われた．筆者はかつて，

その時に落札した当事者，当時の ABC スポーツ

副社長だったジム・スペンス氏にインタビューし

た．「いま思い出しても腹が立つ．あのやり方は

クレージーだった」と語り，IOC の狡猾な手法

に乗せられたのは，自分たちテレビ局同士の競争

心理を煽られたからだと説明していた 16）．

カルガリー冬季五輪で，ABC はコマーシャル

収入を十分に確保できず，5000 万㌦の赤字を出

すことになった．結果，ABC はこれを最後に五

輪中継から撤退していく．

４．５　高騰理由

IOC の商業主義のもと，テレビ局の放送権料

も右肩上がりで高騰してきた．放送権料を担う媒

体は地上波だけでなく，衛星放送，通信放送，有

料ケーブル，インターネットと多メディア，多チャ

ンネル時代を迎えた．メディアの構造変化，世界

の経済情勢，人口動向など，五輪の放送権料の高

騰は複合的な要因によって続けられてきた．

とくに 1980 年代の驚異的なジャンプである．

IOC や五輪，テレビ業界をとりまく状況が変化

したからだと考える．いわば必然だった．

1980 年代，IOC が商業主義に走り出したから

でしょう．ブルジョアたちがパトロンの寄付で

やっていた近代五輪から，マーケティングで得た

マネーで運営する現代五輪への転換期となったわ

けです．ビジネスですよ．場所使用料だったファ

シリティフィーが，いつのまにか，ブロードキャ

ストライツに変わりました．

また IOC がアマチュアと決別することによっ

て，キラーコンテンツのオリンピックの価値がど

んどん上がっていったからでしょう．アメリカの

民放テレビ局のコマーシャル収入も好調だったか

らだと思います．

確実に高くなる放送権料に対応するため，日本

のテレビ局は 1976 年のモントリオール五輪の後，

ジャパンプールをつくった．ヨーロッパはもとも

とヨーロッパ連合という EBU（European Broad-

casting Union）がありました．

1980 年モスクワ五輪のテレビ朝日の抜け駆け

は，日本の放送権料を引き上げる一因になったと

思います．歴史的にいえば，全世界的に放送と通

信の融合といわれる 1980 年代の後半から，いわ

ゆる衛星放送を使った放送，衛星放送も出てきま

す．放送形態が多様になったこともあるでしょう．

（A 氏）

放送権料の高騰化は，世界の経済力の伸びゆえ

です．経済力に裏打ちされた技術力が，地球の隅々

まで普及しつつあるというのがあると思います．

また，人口が増えていることが大きいですよね．

そのグローバル化という視点とちょっと矛盾する

かもしれませんが，やはりアメリカの影響がすご

く大きいすよ．IOC の放送権料収入の半分程がア

メリカのテレビ局ですから．アメリカのテレビ局

の視聴者はアメリカだけですよね．それにしては，

放送権料がでかすぎます．日本の放送権料はアメ

リカの 10％ぐらいですよ．アメリカが 1000 万円

だしている時，日本は 100 万ぐらいというわけで

す．

1980 年代の放送権料の急激なジャンプは，テ

レビ業界の構造変化が大きく影響していると思い

ます．まだテレビ全盛の時代．アメリカは，3 大

ネットワークが熾烈な視聴率獲得競争をしていた

わけです．アメリカの人口は，日本の 3 倍ぐらい

でしょうか．GDP は 3 倍以上ですか．アメリカ

は民放一局が独占で放送権料を獲得して，購入分

を広告料で稼ぎ出す必要があります．ビジネスで

す．スポンサーがとれればいい，視聴率がとれれ

ばいい，と金儲け主義に走ったわけです．

日本の場合は，NHK が主導していて，放送権

料の 7 割程度を負担しています．NHK は民放で

はないので，それを稼ぎ出す必要はありません．

コンテンツを買うことが大事なのか，稼ぐことが

大事なのかになると思うんです．アメリカの民放

は買うより稼ぎ出す方に力点があるのはないで
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しょうか．それを稼げないなら買えないですよね．

（B 氏）

私は，オリンピック運動の推進ということだけ

を考えれば，オリンピックの大会規模は大きけれ

ば大きいに越したことはないと思います．その方

が結局，オリンピックの露出度が高まるし，いろ

んなスポーツが導入されれば，そのスポーツの

ファンがオリンピックに関心を持つようになるか

らです．その半面，オリンピックには莫大な経費

がかかるようになって，このままいったら，世界

でオリンピックを開催できる都市というのは，5

本の指の数ぐらいしかなくなってしまう．理想を

いえば，オリンピック運動を推進するためには，

いろんな違ったところで，オリンピックは開催さ

れることが望ましいので，それがマイナスかなと

思います．

放送権料がこれ以上，高くなってしまったら，

もう放送してくれるところがなくなってしまうの

ではないかと心配しています．（C 氏）

５．まとめにかえて

オリンピック放送権料の高騰を考える上で，「商

業五輪」という視点は外せない．その契機は

1980 年モスクワ五輪で，本格化したのが 1984 年

ロサンゼルス五輪と見ることができる．五輪を主

催する IOC は，1980 年のモスクワ五輪後，サマ

ランチ会長の就任とともに五輪のビジネス化に動

き出し，経済的に大成功を収めたロサンゼルス五

輪の「ユベロス商法」から影響を受け，独自に五

輪放送権料のビジネス化に本腰を入れ始めた．テ

レビ局側との交渉段階で導入した入札制度などが

効果的だった．A 氏や B 氏の語りから浮かび上

がる．

こうした状況が認識される中で，日本の事情を

検討すれば，1980 年モスクワ五輪の際のテレビ

朝日の抜け駆け的な国内独占権獲得が放送権料高

騰に拍車をかけた．表 3 にも表れている通り，モ

ントリオール五輪からの上昇率は 6.5 倍となって

いる．このことは，日本においても米国と同様の

民放による放送権獲得競争を引き起こしかねない

事態であった．日本でも高騰が始まる時点でビジ

ネス競争の可能性があったのだ．しかしモスクワ

五輪の日本のボイコットによってテレビ朝日は大

赤字を出すこととなる．日本では 1984 年ロサン

ゼルス五輪以降，NHK と民放連合の組織（ジャ

パンプール＝現 JC）が誕生し，高額な五輪放送

権料を支払う体制を整えた．急激な高騰は避けら

れたとはいえ，その後の上昇率は米国と大して変

わらない推移を示していることは検討の余地を残

す．

IOC の財政基盤の主軸であるオリンピックの

放送権料の高騰化，とくに 1980 年代の急激な高

騰ぶりの背景には，需給関係で言えば，視聴者数

の増加につながる世界の人口動向の伸び，経済力

の拡大があった．とくに世界の放送権料をリード

する米国の人口増加，好景気によるコマーシャル

収入拡大である．

加えて，IOC は 1974 年にアマチュア規定を五

輪憲章から削除したことで，80 年代から一気に

進んだ五輪の商業化とともにプロ化が加速され，

テレビコンテンツとしての五輪の価値が拡大し

た．「多メディア・多チャンネル化」が進む中，

米国の３大ネットワーク（NBC，ABC，CBS）

の放送権獲得の競争激化，テレビ業界の構造変化

などの複合的要因も放送権料の高騰化を後押しし

たことも考えられる．

オリンピックの放送権料は，1990 年以降も右

肩上がりを続けている．ビジネス路線をまい進す

る IOC は放送権料の分配比率を 92 年バルセロナ

五輪までの大会組織委員会 70%，IOC30% から，

94 年アルベールビル冬季五輪以降は大会組織委

員会 60%，IOC40% に変えて収入を増やした25）．

1980 年代以降，オリンピックなどのトップスポー

ツイベントにおいて，商業主義との連携なしでは

開催が不可能になっている．

IOC は 1995 年，オーストラリアのチャンネル
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７との放送権において，96 年アトランタ五輪と

2000 年シドニー五輪の一括契約を結んだ．これ

を受け，米国のテレビ局も複数大会の一括契約が

主流となり，米 NBC は 2014 年ソチ冬季五輪か

ら 32 年五輪（豪・ブリスベーン開催）までの 10

大会のアメリカ本国における放映権を保持するこ

とになった．．オリンヒックの放送権料は NBC に

とって，大きな投資であり，放送権は大きな資産

であるのは分かる．ただ，オリンピックの持続継

続性を考えるならば，行き過ぎた商業主義はいず

れ抑制されなければならない．そこで，今後，放

送権料の高騰が市場原理に合っているのかどう

か，を吟味する必要がある．

NBC は広告料確保のため，視聴率を稼がねば

ならず，過度な演出，米国の選手の活躍に報道が

偏重しているとの批判がある．インターネットの

登場による，SNS，デジタルメディアの発展に伴

う，テレビ離れが一気に進む可能性も高い．2022

年北京冬季五輪の米国向け放送権を持つ NBC は

プライムタイム（夜の高視聴率帯）の平均視聴者

数が，同局が放送した五輪で過去最低の 1140 万

人にとどまった．前回大会の 2018 年平昌五輪か

ら約 42％減少している 26）．商業五輪の「曲がり角」

を示唆しており，今後も長期スパンで検証を続け

る必要がある．

以上，論じてきたように，放送権料高騰化の複

合的な要因を探るには，IOC とテレビ局，視聴

者などの様々な利害関係，及びスポーツ界を取り

巻く社会構造の変容を明らかにする必要がある．

石坂は，ブルデューの指摘を引用し，オリンピッ

クはスポーツスペクタルからナショナリズム的な

役目を果たすものへの変貌の過程，映像と言葉の

生産，商業化のための競争に加わる行為者と機関

の間の客観的関係の総体（IOC，テレビ局やスポ

ンサーなど），スポーツ生産の産業化などを複合

的に観察し，分析しなければいけない商業主義メ

ガイベントに変容しているとしている 27）．

ならば，新型コロナウイルス下によるオリン

ピックのコンパクト化が提案される中，東京五輪

の開催 1 年延期は放送権料にどういった影響を与

えたのか．また放送権料の高騰化とともに，オリ

ンピックを開催する意義や価値，レガシー（遺産）

などの変容についても検証することが求められて

くる．
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